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大
を
図
り
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
財
源

を
も
と
に
、
新
た
な
福
祉
・
教
育
施
策

を
生
み
出
せ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
教
育
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
確
保
に
努
め

る
中
で
優
先
順
位
を
つ
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
内
に
業
務
を
開
始
す

る
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
こ
と
ば
の
教

室
、
児
童
生
徒
支
援
室
や
少
年
セ
ン
タ

ー
を
移
転
さ
せ
、
幼
児
、
児
童
、
生
徒

に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
の
び
の
び
と
育
つ
環
境
づ

く
り
と
生
ま
れ
て
か
ら
社
会
に
巣
立
つ

ま
で
の
学
力
向
上
を
目
指
し
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
。

　

10
月
31
日
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
持
に
よ
り
第
３
代
栗
東
市
長
と
し

て
市
政
を
預
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
野
村
昌
弘
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
２
期
８
年
の
激
動
の
時
期
に
市
政
を
運
営
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
ま
し
た
國
松
正
一
前
市
長
に
対
し
、

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
今
日
ま
で
市
政
の
基
本
理
念
と
さ
れ
て
き
た
「
官
か
ら
民
へ
」
を
踏
襲
し
、
第
五
次
栗
東
市
総

合
計
画
に
基
づ
く
政
策
施
策
の
積
み
上
げ
に
よ
る
着
実
な
市
政
運
営
で
市
民
の
利
益
を
守
り
、
安
心
を
し
っ
か

り
提
供
で
き
る
よ
う
全
力
で
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
、「
対
話
と
協
働
」
を
大
切
に
し
、
次
の
「
５

つ
の
安
心
」
を
柱
に
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。栗

東
市
長　

野　

村　

昌　

弘　

　

市
の
財
政
を
は
じ
め
と
す
る
本
市
の

経
済
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
一
つ
は

新
幹
線
新
駅
事
業
中
止
後
に
お
け
る
新

駅
跡
地
周
辺
地
域
の
後
継
プ
ラ
ン
を
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
着
実
に
進
め
、
ま

ち
の
活
力
を
取
り
戻
し
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
や
市
内
企
業
の
支

援
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
振
興
、

地
域
農
林
業
や
商
工
業
発
展
の
た
め
の

施
策
と
し
て
栗
東
の
ブ
ラ
ン
ド
化
支
援

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、
さ
ら
に
、
広

域
観
光
施
策
の
推
進
な
ど
を
図
り
地
域

経
済
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
れ
ら
の
経
済
活
性
化

の
た
め
の
取
り
組
み
を
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
税
収
増
加
や
雇
用
の
拡

いつまでも住み続けたくなる

「安心な元気都市栗東」を　　  目指し
まちづくりに  　　取り組みます

１
経
済
に
安
心
を

２
子
育
て
に
安
心
を

３
福
祉
・
健
康
に
安
心
を

　

子
ど
も
が
の
び
の
び
と
育
つ
環
境
づ

く
り
に
向
け
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
た
支
援
活
動
の
強
化

を
は
じ
め
、
民
間
活
力
に
よ
る
保
育
園

等
の
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
び
、
生
き
生
き
と
学
校
生
活
を
送
れ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
自
ら
学
び
考
え

る
力
を
醸
成
し
、
心
豊
か
な
人
間
性
と

社
会
性
を
育
成
す
る
多
様
な
教
育
の
充

実
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
栗
東
西
中
学
校
の
生
徒
増
対
応

に
つ
い
て
は
、
人
口
動
態
等
を
注
視
し

教
育
環
境
面
を
十
分
考
慮
し
対
応
し
て

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
生
き
が

い
の
創
造
に
向
け
、
高
齢
者
の
応
援
環

境
づ
く
り
な
ど
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
介
護
施
設
の
待
機
者
対

策
に
つ
い
て
は
、
待
機
の
動
向
を
見
な
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が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
者
の
た
め
の
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム

の
活
用
な
ど
、
障
が
い
者
の
自
立
支
援

に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
に
、
命
を
守
る
施
策
と
し
て
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安

心
な
医
療
体
制
の
確
立
に
向
け
て
努
力

し
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
等
に
つ
い
て
は
、
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の

機
会
充
実
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
、
関
係
す
る
団
体
、
組
織
の
連
携
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
文
化
面
に
つ
い
て

は
、
市
民
誰
も
が
生
き
が
い
を
感
じ
な

が
ら
文
化
活
動
に
親
し
め
る
環
境
を
目

指
し
、
そ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

「安心な元気都市栗東」を目指します

國
松
前
市
長
、
８
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

　

國
松
正
一
前
市
長
が
11
月
17
日
に
任

期
を
終
え
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

國
松
前
市
長
は
、
平
成
14
年
11
月
に

第
２
代
栗
東
市
長
に
就
任
。
以
来
、「
官

か
ら
民
へ
」
を
基
本
理
念
と
し
、
２
期

８
年
に
わ
た
り
、
新
幹
線
新
駅
事
業
中

止
な
ど
に
よ
る
激
動
の
市
政
の
舵
取
り

を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
財
政
の
健
全
化
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
重
要
課
題
へ
の
対
応
、
後
継

プ
ラ
ン
の
策
定
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
第
五
次
総
合
計
画
の
策
定
な

ど
、
こ
れ
か
ら
本
市
が
進
む
べ
き
道
筋

を
つ
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
健
康
に
十
分
留
意
い
た
だ

き
、
本
市
の
発
展
の
た
め
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

▲退任式後、市職員から見送りを
受ける國松前市長（11月17日）

いつまでも住み続けたくなる

「安心な元気都市栗東」を　　  目指し
まちづくりに  　　取り組みます

４
暮
ら
し
に
安
心
を

５
行
政
に
安
心
を

　

人
権
問
題
の
解
決
は
、
市
政
の
大
き

な
柱
と
位
置
づ
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
向
け
、
地
域
と
協
働
に
よ
る

「
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
、
自

主
防
災
組
織
と
の
協
働
に
よ
る
「
防
災

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
、
公
共
施
設

の
耐
震
化
、
安
全
な
道
路
、
河
川
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

　

旧
㈱
Ｒ
Ｄ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
終

処
分
場
問
題
に
つ
い
て
は
、
周
辺
７

自
治
会
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
国
や

　

市
民
に
分
か
り
や
す
い
組
織
機
構
へ

の
見
直
し
を
進
め
、
選
択
と
集
中
に

よ
る
行
政
の
諸
施
策
の
推
進
に
お
い
て

は
、
説
明
責
任
を
果
た
す
市
役
所
を
目

指
し
ま
す
。
併
せ
て
、
職
員
の
育
成
に

も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
本
市
は
今
日
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
行
財
政
改
革
を
実
施
し
、
事
務
事
業

を
精
査
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現

在
の
厳
し
い
行
財
政
環
境
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
見
直
し
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

市
民
目
線
で
の
事
業
見
直
し
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
泫
を
有

効
に
活
用
し
、
今
日
ま
で
市
政
の
基
本

方
針
と
さ
れ
て
き
た
「
ま
ち
づ
く
り
の

主
役
は
市
民
」「
行
政
は
サ
ー
ビ
ス
業
」

「
行
政
に
民
間
的
・
経
営
的
感
覚
を
」
を

引
継
ぎ
、「
安
心
な
元
気
都
市
栗
東
」
を

目
指
し
、
行
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

県
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
す
る
な

ど
、
恒
久
対
策
工
が
早
期
に
実
施
さ
れ

市
民
の
安
全
・
安
心
が
確
保
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

泫【ＰＤＣＡサイクル】…業務を円滑に進める手法の一つ。Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評
価）→ Act（改善）の４段階を繰り返すことによって、業務を継続的に改善する



42010.12. １　　　広報りっとう

平
成
21
年
度
決
算
状
況

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
３
４
４
億
４
２
２
１
万

円
、
歳
出
総
額
３
４
１
億
９
０
２
０
万
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
の
差
し
引
き

額
か
ら
22
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
３
２
３
０
万
円
を
除
い
た
実
質

収
支
額
は
、
２
億
１
９
７
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入

　

歳
入
は
前
年
度
に
対
し
て
73
億
９
５

９
０
万
円
、
27
・
３
％
の
増
。
歳
入
は
、

市
税
や
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
の
自
主

財
源
と
国
・
県
の
補
助
金
や
市
債
な
ど

の
依
存
財
源
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
内
訳

は
、
自
主
財
源
が
２
３
５
億
５
８
１
４

万
円
で
構
成
比
68
・
４
％
、
主
に
市
税

が
９
億
１
８
９
７
万
円
の
大
幅
減
に
な

っ
た
こ
と
に
対
し
、
基
金
繰
入
金
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
比
23
億

５
１
５
０
万
円
、
11
・
１
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
依
存
財
源
は
１
０
８
億
８
４
０

７
万
円
で
構
成
比
31
・
６
％
、
国
の
経

済
対
策
や
定
額
給
付
金
な
ど
に
よ
る
国

支
出
金
・
県
の
緊
急
雇
用
対
策
や
新
幹

線
新
駅
関
連
な
ど
の
県
支
出
金
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
50
億
４
４
４

０
万
円
、
86
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

■
歳
出

　

歳
出
は
前
年
度
に
対
し
て
72
億
８
５

２
１
万
円
、
27
・
１
％
の
増
。
経
費
の

内
訳
を
性
質
別
に
見
る
と
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務
的
経
費
が
１

０
２
億
９
６
０
０
万
円
で
構
成
比
30
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
件
費
は
職

員
の
給
与
カ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
前
年
度

よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
扶
助
費
、

公
債
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全

体
で
は
１
億
２
８
０
６
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
49
億
９
３
４
０
万
円

で
構
成
比
14
・
６
％
、
前
年
度
比
27
億

５
３
１
２
万
円
、
１
２
２
・
９
％
の
増

で
す
。
投
資
的
経
費
と
は
、
主
に
公
共

施
設
を
整
備
す
る
た
め
の
費
用
で
、
平

成
21
年
度
は
道
路
・
街
路
な
ど
を
整
備

し
た
ほ
か
に
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に

よ
る
交
付
金
を
活
用
し
、
治
田
西
小
学

校
・
栗
東
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
は
１
８
９
億
80
万
円

で
構
成
比
55
・
３
％
、
土
地
開
発
公
社

貸
付
金
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
比
44
億
４
０
３
万
円
、

30
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
将
来
負
担
比
率
は
平
成
21
年

度
決
算
で
３
０
９
・
３
％
と
な
り
ま
し

た
。
地
方
債
現
在
高
の
減
少
な
ど
に
よ

り
前
年
度
よ
り
18
・
６
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
た
も
の
の
、
全
国
の
市
区
町
村
の
中

で
５
番
目
に
高
く
、
依
然
と
し
て
極
め

て
危
険
な
領
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
今
後
、

現
在
実
施
し
て
い
る
改
革
（
財
政
再
構

築
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
更
な
る
財
政
再
構
築

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
加
え
、
現
在
策
定
に

取
り
か
か
っ
て
い
る
、（
新
）
集
中
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
・
実
行
す
る
中
で
、

収
支
均
衡
を
維
持
し
、
市
債
発
行
額
の

縮
減
な
ど
に
よ
っ
て
債
務
の
減
少
を
進

め
、
財
政
の
健
全
化
を
目
指
し
ま
す
。

●性質別歳出決算額
区　分 決算額 構成比

義務的経費 102 億 9,600 万円 30.1%
人件費 31 億 8,688 万円 9.3%
扶助費 33 億 6,560 万円 9.8%
公債費 37 億 4,352 万円 11.0%

投資的経費 49 億 9,340 万円 14.6%
普通建設事業費 49 億 9,340 万円 14.6%
災害復旧事業費 0 円 0.0％

その他の経費 189 億    80 万円 55.3%
計 341 億 9,020 万円 100.0％

●基金の現在高
財政調整基金 627 万円
減債基金 336 万円
東海道新幹線（仮称）びわこ栗
東駅建設等整備基金 3,946 万円

墓地公園等整備基金 2 億 8,806 万円
その他特定目的基金 2 億 1,121 万円
土地開発基金 6 億　123 万円
その他定額運用基金 1,540 万円

計 11 億 6,499 万円

※市民１人当たり 1万 7,997 円の現在高です。

■
基
金

　

基
金
に
は
、
年
度
間
の
財
源
の
不
均

衡
を
調
整
す
る
た
め
の
基
金
や
施
設
の

建
設
な
ど
特
定
の
目
的
の
た
め
資
金
を

積
み
立
て
る
基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
新
幹
線
新
駅
の
建
設
や

墓
地
公
園
の
整
備
な
ど
の
資
金
に
充
て

る
た
め
の
基
金
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
末
の
基
金
の
現
在
高
は

次
の
と
お
り
で
す
。
合
計
で
11
億
６
４

９
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
土
地
開
発

公
社
へ
の
貸
付
に
伴
い
新
幹
線
新
駅
建

設
等
整
備
基
金
を
取
り
崩
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
20
年
度
末
と
比
べ
て
30

億
９
１
０
１
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。

（平成 21年度末現在）
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●市債の現在高
一 般 会 計 384 億 3,567 万円
土 地 取 得 特 別 会 計 26 億 1,509 万円
大津湖南都市計画事業栗東駅
前土地区画整理事業特別会計 2 億 4,460 万円

大津湖南都市計画事業栗東新都
心土地区画整理事業特別会計 6 億 7,281 万円

公共下水道事業特別会計 184 億 4,834 万円
農業集落排水事業特別会計 2 億 3,560 万円
水 道 事 業 会 計 20 億 7,792 万円

計 627 億 3,003 万円
※市民１人当たり 96 万 9,088 円の現在高です。

（平成 21年度末現在） ■
市
債

　

市
債
と
は
、
市
が
道
路
や
施
設
の
整

備
な
ど
を
行
う
場
合
、
国
や
金
融
機
関

か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。

　

市
債
に
は
、
応
急
的
な
財
源
の
確
保

と
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
し
て
い
く

「
将
来
の
市
民
の
皆
さ
ん
」
に
も
費
用

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
世
代
間

の
公
平
性
を
図
る
と
い
う
機
能
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成
21
年
度
末
の
市
債
の
現
在
高

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
合
計
で
６
２

７
億
３
０
０
３
万
円
と
な
り
、
平
成
20

年
度
末
と
比
べ
て
、
15
億
５
４
３
０
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

●市の財産
基 金 11億6,499万円
土 地 978,990 ㎡
建 物 216,663 ㎡

●水道事業会計

収　入 支　出 差　引

収益的 11億9,723万円 11億6,202万円 3,521万円

資本的 1億6,550万円 6億6,331万円 ▲4億9,781万円

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額▲
4億 9,781 万円は、当･過年度分損益勘定留保
資金などで補てんしました。

●特別会計

会　計　名 歳　入 歳　出

土 地 取 得 30億7,584万円 30億7,573万円

国 民 健 康 保 険 47億1,143万円 49億4,171万円

老 人 医 療 保 健 1,427万円 1,426万円

後期高齢者医療 3億5,618万円 3億5,217万円

介 護 保 険 20億1,700万円 19億9,804万円

墓 地 公 園 670万円  441万円

大津湖南都市計画事業
栗東駅前土地区画整理事業 9,672万円 9,505万円

大津湖南都市計画事業
栗東新都心土地区画整理事業 1億1,531万円 1億  534万円

公 共 下 水 道 事 業 29億6,726万円 29億6,046万円

農業集落排水事業 3,348万円 3,347万円

計 133億9,419万円 135億8,064万円

●一般会計

土地開発公社
貸付金元利収入

％7.31　円億74

市   債
円万734 億74 

%7.31

地方譲与税など
円万921億11 

%2.3

国・県支出金
円万533,3億05 

%6.41

市
  
税

 円万646,7億621
%8.63

使用料・手数料
円万232,7億8 

%5.2 

繰越金
円万231,4億1 

%4.0

財産収入・寄附金等
円万381,1億5

%5.1

繰入金
円万556,7億34

%7.21

分担金・負担金
 円万669,7億2

%8.0

自
主
財
源

依
存

財
源

%4.86

%6.13

入歳

諸収入
円万605,4

％1.0

平成21年度　歳入総額
344 億 4,221 万円

教育費
円万767,4億03 

%9.8 総務費
円万229,3億021 

%2.53 
公債費

円万183億04 
%7.11

民生費
円万997,7億75 

%9.61

土木費
円万370,4億75 

%8.61

諸支出金
円万123,9億3 

%2.1 消防費
円万892,8億5

%7.1 

農林水産業費
円万538,8億2 

%8.0

衛生費
円万458,6億61 

%9.4

商工費
円万332,1億4

%2.1

議会費
円万457,6億1

%5.0

出歳

労働費
円万387,6

%2.0

平成21年度　歳出総額
341 億 9,020 万円
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市
で
は
毎
年
２
回
、
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
22
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
平
成
22
年
度
も
年
間

を
と
お
し
て
、
目
的
ご
と
に
細
か
く
決
め
ら
れ
た
予
算
ど
お
り
に
事
業
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

●特別会計執行状況

会　計　名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

土 地 取 得 2億1,397万円 17万円 0.1% 1億1,483万円 53.7%

国 民 健 康 保 険 51億1,525万円 16億8,897万円 33.0% 22億2,311万円 43.5%

老 人 医 療 保 健 202万円 1万円 0.5% 1万円 0.5%

後 期 高 齢 者 医 療 4億1,476万円 1億2,706万円 30.6% 1億4,278万円 34.4%

介 護 保 険 21億6,768万円 8億1,793万円 37.7% 8億3,966万円 38.7%

墓 地 公 園 501万円 730万円 145.7% 117万円 23.4%

大津湖南都市計画事業栗東駅前土地区画整理事業 9,278万円 167万円 1.8% 3,787万円 40.8%

大津湖南都市計画事業栗東新都心土地区画整理事業 1億4,342万円 997万円 7.0% 4,353万円 30.4%

公 共 下 水 道 事 業 26億4,227万円 4億6,234万円 17.5% 10億8,236万円 41.0%

農 業 集 落 排 水 事 業 3,186万円 123万円 3.9% 1,359万円 42.7%

計 108億2,902万円 31億1,665万円 28.8% 44億9,891万円 41.5%

※平成 21年度からの
　繰越事業費は含みません。

特別会計… 国民健康保険のように相互扶助を目的とした事業や、下水道のよう
に受益の程度に応じた事業は、原則として受益者たちが負担するお
金で運営するため、一般会計とは別の「特別会計」になっています。

●水道事業会計執行状況
予　算　額 収入・執行済額 収入・執行率

収　益　的
収　　入 12 億 2,660 万円 5億 8,218 万円 47.5%
支　　出 12 億 1,626 万円 4億 6,465 万円 38.2%

資　本　的
収　　入 1 億   354 万円 392 万円 3.8%
支　　出 4 億 2,418 万円 5,460 万円 12.9%

※水道事業会計は、民間会社のようにその事業の収入で支出を賄う独立採算の
企業会計です。収益的収支は、人件費や物件費など毎年必要な経費、資本的
収支は、新しい水道管の敷設などに必要な経費のことです。

■
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ

る
環
境
づ
く
り

・
子
育
て
を
総
合
的
に
支
援
す
る
相
談

窓
口
の
設
置

■
教
育
と
施
設
の
充
実

・
や
ま
の
こ
事
業
や
放
課
後
子
ど
も
教

室
推
進
事
業
な
ど
、
教
育
力
の
向
上

を
め
ざ
す
学
習
機
会
の
提
供

■
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
家

庭
の
応
援

・
障
が
い
の
あ
る
人
の
地
域
生
活
へ
の
移

行
促
進
・
相
談
支
援
体
制
の
充
実
・
一

般
就
労
へ
の
移
行
支
援
、
在
宅
重
度
障

が
い
者
通
所
訓
練
事
業
の
施
設
整
備

■
生
活
環
境
保
全
と
防
犯
防
災

・
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施

■
地
域
活
力
の
創
生

・
企
業
・
工
場
誘
致
の
実
施

■
対
話
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

・
各
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営
・
支
援
や
自
治
ハ
ウ
ス
の

整
備
支
援

■
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
費
削
減

・
新
た
な
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
中

■
風
格
都
市
栗
東
づ
く
り

・「
百
年
先
の
あ
な
た
に
手
渡
す
栗
東

市
景
観
計
画
」
を
活
用
し
て
の
景
観

づ
く
り
を
推
進

22
年
度
上
半
期
、
こ
ん
な
こ
と
を
実
施

（
具
体
的
施
策
抜
粋
）

平
成
22
年
度
（
上
半
期
）
予
算
執
行
状
況
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※平成21年度からの繰越事業費は含みません。

歳出

0 100 200 300

収入済額

予算額

計

市債

諸収入

繰越金

財産収入など

県支出金

国庫支出金

使用料・手数料

分担金・負担金

地方譲与税など

市税

（億円）

125億6,922万円
73億4,010万円（58.4%）

10億4,620万円
6億111万円（57.5%）

2億7,532万円
9,252万円（33.6%）

10億2,564万円
4億1,480万円（40.4%）

28億3,368万円
12億2,515万円（43.2%）

12億9,122万円
2億7,389万円（21.2%）

11億2,824万円
8,394万円（7.4%）

1億4,188万円
2億1,971万円（154.9%）

88億6,028万円
32億5,073万円（36.7%）

13億2,260万円
0万円（0.0%）

304億9,428万円
135億195万円（44.3%）

歳入

議会費…議員報酬、議会運営費
総務費…庁舎維持管理費、地域振興事業費、土地開

発公社貸付金
民生費…老人福祉事業費、障がい福祉事業費、保育所運営費
衛生費…ごみ収集・処理経費、各種健診事業費
労働費…シルバー人材センター補助、勤労者福祉推進経費
農林水産業費…生産調整推進事業費、土地改良事業費
商工費…商工会補助、中小企業振興事業費
土木費…道路整備事業費、新幹線新駅建設等整備基金積立金
消防費…消防署負担金、消防団活動費、同報系防災行政無線設備運用費
教育費…幼稚園運営費、小・中学校運営費、さきら運営費
公債費…市債償還金
諸支出金…市たばこ税県交付金

市税…市民税、固定資産税、市たばこ税
地方譲与税など…地方譲与税、地方消費税交付金、
　　　　　　　　地方特例交付金
分担金・負担金…健診負担金、学校給食負担金
使用料・手数料…保育料、市営住宅使用料
国庫支出金…生活保護費負担金、児童手当負担金、
　　　　　　中学校大規模改造事業費補助金
県支出金…福祉医療費補助金、県税徴収委託金
財産収入など…土地売払収入、ＪＲＡ環境整備寄附金
繰越金…前年度繰越金
諸収入…預託金元金収入、福祉医療費高額療養費
市債…道路整備事業債、臨時財政対策債

主にこんなことに使っています 主にこんな収入があります

●一般会計執行状況
上段：

＜グラフの見方＞

下段：

予算現額 【22年度でこれだけのお金を予定しています】

【９月30日までにこれだけの
　　お金を収入・支出しました】

収入済額（収入率）
執行済額（執行率）

0 100 200 300

執行済額

予算額

計

予備費

諸支出金

公債費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

労働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

（億円）

1億7,543万円
8,205万円（46.8%）

73億8,416万円
55億235万円（74.5%）

71億1,243万円
26億2,517万円（36.9%）
16億6,911万円
5億3,728万円（32.2%）
7,293万円
4,374万円（60.0%）

3億5,866万円
1億8,896万円（52.7%）
2億5,943万円
9,887万円（38.1%）

58億789万円
35億441万円（60.3%）

6億2,755万円
3億7,234万円（59.3%）
28億7,031万円
11億6,961万円（40.7%）
39億1,338万円
16億5,251万円（42.2%）
2億3,300万円
1億2,824万円（55.0%）

1,000万円
0万円（0.0%）

304億9,428万円
159億553万円（52.2%）

　問合せ…財政課 ☎551-0100    554-1123FAX
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トピック・ニュース
トピック・ニュース

全
国
自
治
会
連
合
会
表
彰
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

山
本
喜
三
雄
さ
ん
は
、
こ
の
た
び
、

平
成
22
年
度
全
国
自
治
会
連
合
会
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
平
成
11
年
度
か
ら
平

成
20
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
岡
自
治
会

長
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
平
成
16
年
度
よ

り
、治
田
学
区
自
治
連
合
会
長
と
し
て
、

住
民
福
祉
の
向
上
と
安
心
、
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
栗
東
市
自
治
連
合
会
に
お

い
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
２
年
間
、
会

長
を
歴
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
20

年
に
は
滋
賀
県
自
治
会
連
合
会
長
と
し

て
、組
織
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
…
協
働
ま
ち
づ
く
り
課

☎
551-

０
２
９
０　
　

554-

１
１
２
３

FAX

　

日
本
で
は
こ
こ
10
年
以
上
、
自
殺
で

亡
く
な
っ
た
人
が
年
間
3
万
人
を
超
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
殺
未
遂
者

は
そ
の
10
倍
以
上
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
殺
に
至
る
背
景
に
は
、
景
気

や
生
活
問
題
、
職
場
環
境
、
家
庭
環
境

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
ん
で
い
ま

す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
う

つ
病
な
ど
の
気
分
障
が
い
を
抱
え
て
い

る
人
は
、
通
常
よ
り
自
殺
の
危
険
性
が

６
倍
高
く
、
睡
眠
障
が
い
の
あ
る
人
は

28
倍
高
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
現
代
の
ス
ト
レ
ス
社
会
で

は
、
心
身
の
健
康
を
損
な
い
、
こ
こ
ろ

の
病
気
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
め
ず
ら

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

精
神
的
ス
ト
レ
ス
や
心
身
の
疲
労
で

う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
に
な
り
、

自
殺
に
至
る
と
い
う
最
悪
の
結
果
を
招

か
な
い
た
め
に
、
ぜ
ひ
自
分
の
こ
こ
ろ

の
声
、
周
囲
の
人
の
こ
こ
ろ
の
声
を
聴

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
ろ
の
声
を

聴
き
、
早
め
に
対
処
す
る
こ
と
は
、
誰

に
と
っ
て
も
大
切
で
す
。

　
■
う
つ
病
と
は
？

　

落
ち
込
み
や
悲
し
み
、
不
安
な
ど
憂

う
つ
な
状
態
が
長
引
い
て
し
ま
う
病

気
で
す
。
脳
の
神
経
伝
達
物
質
の
バ
ラ

ン
ス
の
乱
れ
が
原
因
と
も
い
わ
れ
て
お

り
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

こころやからだの不調の相談窓口
　■市 健康増進課　　　　 ☎ 554-6100　　554-6101
　　　 家庭・障がい福祉課 ☎ 551-0113　　553-3678
　■滋賀県立精神保健福祉センター ☎ 567-5010

こころの悩み相談
■滋賀いのちの電話 ☎ 553-7387
　（金・土・日の 10：00 ～ 22：00）
　■京都いのちの電話 ☎ 075-864-4343（24 時間）

FAX

■
う
つ
病
が
疑
わ
れ
た
ら
…
周
り
の
人

が
で
き
る
こ
と

　

身
体
の
病
気
と
同
様
に
こ
こ
ろ
の
病

に
も
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
言
動
や
行
動
、

身
体
の
不
調
な
ど
「
い
つ
も
と
違
う

な
」
と
い
う
変
化
に
早
め
に
気
付
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
少
し
で
も
気
に
な
っ

た
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
話
を
聞
い
て
あ
げ

る
、
休
養
を
勧
め
て
み
る
、
必
要
で
あ

れ
ば
医
療
機
関
の
受
診
や
、
こ
こ
ろ
の

相
談
窓
口
な
ど
へ
の
相
談
を
勧
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
気
に
な
る
様
子
が
見
ら
れ

た
ら
、
ま
ず
は
「
最
近
、
ち
ゃ
ん
と
眠

れ
て
い
る
？
」
と
い
う
声
か
け
か
ら
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。　

12
月
１
日
は
い
の
ち
の
日

い
の
ち
の
大
切
さ
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か

FAX

山本喜三雄さん
（岡）

　問合せ…健康増進課　　　　 ☎554-6100    554-6101
　　　　　家庭・障がい福祉課 ☎551-0113    553-3678

FAX
FAX
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昭
和
49
年
５
月
に
栗
東
町
消
防
団

（
当
時
）
に
入
団
さ
れ
て
以
降
、
ま
ち

の
安
全
を
守
る
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
第
４
分
団
分
団
長
、
市

消
防
団
副
団
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
今

年
４
月
か
ら
は
市
消
防
団
団
長
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
昭
和
57
年
の
台
風
で
地
元
中
沢
の

葉
山
川
が
決
壊
し
た
と
き
、
家
族
を
ほ

っ
た
ら
か
し
に
し
て
出
動
す
る
な
ど
辛

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
無

事
に
火
災
を
消
し
止
め
ら
れ
た
と
き
な

ど
、
消
防
団
で
活
動
し
て
い
て
よ
か

っ
た
と
思
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大

会
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
準
優
勝
し
た

こ
と
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
、
安
心
を
守
る
と
い

う
自
覚
を
持
っ
て
団
員
を
ま
と
め
、
今

後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

秋
の
叙
勲
・
褒
章
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

藍綬褒章
北川三好さん（中沢）

　

「
第
15
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」

を
受
章
。
昭
和
36
年
４
月
に
警
察
官
と

な
り
、
退
職
ま
で
の
36
年
間
、
主
と
し

て
刑
事
・
保
安
部
門
の
業
務
に
従
事
。

滋
賀
県
警
察
本
部
生
活
保
安
課
長
、
捜

査
第
一
課
長
、
守
山
警
察
署
長
、
草
津

警
察
署
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
殺
人
、
強
盗
事
件
を
は
じ
め
、
暴

力
団
に
よ
る
凶
悪
事
件
、
覚
せ
い
剤
な

ど
の
薬
物
事
犯
の
捜
査
で
事
件
の
解
決

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
極
め

て
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
治
安
維
持

に
努
め
ら
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
捜
査
に
従
事

し
た
捜
査
関
係
者
の
献
身
的
な
努
力
や

県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

あ
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
今
後
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
犯

罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

瑞宝双光章
池﨑忠夫さん（出庭）

　

昭
和
30
年
４
月
に
教
員
と
な
り
、
平

成
５
年
３
月
に
退
職
す
る
ま
で
の
38
年

間
、
主
に
中
学
校
社
会
科
の
教
師
と
し

て
活
躍
。
草
津
市
立
老お

い

上か
み

中
学
校
教

頭
、
栗
東
町
教
育
委
員
会
（
当
時
）
学

校
教
育
課
長
、
守
山
市
立
守
山
小
学
校

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
受
章
で
き
た
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
教
え
子
が
成
長
し
、
立
派
な

大
人
に
な
っ
た
今
で
も
、
同
窓
会
や
手

紙
の
や
り
と
り
で
交
流
を
深
め
て
い
る

こ
と
は
教
師
冥
利
に
尽
き
る
と
思
い
ま

す
。
担
任
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
生
徒
た

ち
に
日
記
を
書
く
よ
う
指
導
し
、
そ
の

日
記
に
返
事
を
書
い
て
い
た
こ
と
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
子
ど

も
た
ち
が
や
る
気
を
持
っ
て
学
習
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
何
か
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

瑞宝双光章
市川浅司さん（綣）

　

昭
和
50
年
に
郵
政
職
員
と
な
り
、
平

成
17
年
に
退
職
す
る
ま
で
の
30
年
間
、

大
津
中
央
郵
便
局
、
草
津
郵
便
局
で
郵

便
配
達
業
務
に
従
事
。
草
津
郵
便
局
第

一
集
配
営
業
課
課
長
代
理
な
ど
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
誤
配
や
郵
便
物
の
盗
難
、
交
通
事

故
が
な
い
よ
う
に
常
に
気
を
付
け
な
が

ら
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
郵
便
配

達
は
地
域
に
密
着
し
た
仕
事
で
す
。
暑

い
日
や
寒
い
日
、
雨
の
日
な
ど
配
達
が

大
変
な
日
も
あ
り
ま
す
が
、
配
達
先

の
お
客
さ
ま
に
「
あ
り
が
と
う
」「
ご

苦
労
さ
ま
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け

る
の
が
励
み
に
な
り
、
長
く
続
け
て
こ

ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
退
職
後
も

契
約
社
員
と
し
て
郵
便
事
業
会
社
で
働

い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、
今
後
も
望
ま
れ
る
限
り
仕
事
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

瑞宝単光章
福井義之さん（下鈎）
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わ
が
ま
ち
「
岡
」
に
は
江
戸
時
代
、

草
津
宿
と
石
部
宿
の
間あ

い

の
宿
と
し
て
、

３
軒
の
田
楽
茶
屋
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
街
道
を
行
き
交
う
旅
人
が
、
田
楽

茶
屋
で
旅
の
疲
れ
を
落
と
し
、
名
物

の
菜な

飯め
し

・
田で

ん

楽が
く

に
舌
鼓
を
打
ち
英
気
を

養
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、当
時
の「
名

所
図
会
」
な
ど
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
往
時
の
街
道
の
の

ど
か
な
雰
囲
気
を
少
し
で
も

再
現
す
べ
く
、
一
般
車
両
の

通
行
を
禁
止
し
て
、
お
隣
の

目
川
自
治
会
と
始
め
た
の
が

「
東
海
道
ほ
っ
こ
り
ま
つ
り
」

で
す
。
４
回
目
の
今
年
は
、

主
催
者
の
予
想
を
大
き
く
上

回
る
５
千
人
を
超
え
る
人
出

が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
一
同
大

変
あ
り
が
た
く
、
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
自
治
会
は
こ
の
「
東
海
道
」
と
い

う
歴
史
遺
産
を
大
切
に
保
存
す
る
と
と

も
に
、
ま
ち
の
活
性
化
に
活
か
そ
う
と

努
め
て
い
ま
す
。

　

田
楽
茶
屋
「
京
い
せ
や
」
跡
地
に
残

る
藤
の
古
木
を
「
岡
の
名
木
」
に
、
藤

の
花
を
「
岡
の
花
」
に
指
定
し
て
、
地

域
内
２
カ
所
に
藤
棚
を
設
置
し
た
ほ

か
、
藤
の
鉢
植
え
を
希
望
者
に
配
布
し

て
各
自
で
育
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
そ
の
数
を
も
っ
と
増
や
し
て
、

藤
の
花
咲
く
こ
ろ
に
一
堂
に
会
し
て
、

皆
で
そ
の
美
し
さ
を
愛め

で
な
が
ら
楽
し

い
交
流
を
深
め
る
日
が
来
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
一
つ
は
、
街
道
沿
い
の
川
堤
を

子
供
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
農
業
組
合
の

協
力
を
得
て
き
れ
い
に
整
備
し
て
「
ア

ジ
サ
イ
園
」
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
は

そ
の
足
元
に
シ
バ
ザ
ク
ラ
を
植
え
付
け

第 20 回寄稿

西岡 衛 氏
岡自治会長

ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
方
も
、
鮮
や
か

な
ピ
ン
ク
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
一
面
に
広

が
り
、
わ
れ
わ
れ
の
眼
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
活
動
は

ま
だ
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
活
動

の
一
環
と
し
て
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り

で
あ
り
、
今
後
、
こ
れ
ら
を
維
持
し
、

育
て
上
げ
る
こ
と
の
方
が
よ
り
大
事
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

岡
自
治
会
に
は
ま
だ
ま
だ
有
為
の
人

材
が
眠
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。そ
れ
ら
の
人
々
を
掘
り
起
こ
し
て
、

積
極
的
に
こ
れ
ら
の
活
動
へ
の
参
加
と

協
力
を
働
き
か
け
れ
ば
、
わ
が
自
治
会

の
諸
活
動
が
「
街
道
を
い
か
す
ま
ち
づ

く
り
」
に
大
い
に
貢
献
す
る
に
違
い
な

い
と
の
思
い
の
下
、
こ
れ
か
ら
も
気
長

に
地
道
に
活
動
を
展
開
し
て
い
く
所
存

で
す
。

◎
わ
が
ま
ち
「
岡
」
の

街
道
を
い
か
し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り

▲２カ所ある藤棚の一つ

▲アジサイ園の整備

▲ほっこりまつりでの岡の子どもみこし
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りっとう再発見

69○
～「鈎

まがり

」という地名～

に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
建
長
５
年

（
１
２
５
３
）
10
月
に
公
家
の
近こ

の

え衛
家け

の
領
地
を
記
し
た
文
書
の
な
か
に
「
近お

う

江み
の

国く
に

鈎
ま
が
り
の

御み

園そ
の

」が
み
え
ま
す
。「
御
園
」

と
い
う
の
は
、
果
実
や
野
菜
類
を
納
め

る
領
地
で
す
。
こ
れ
は
、
北
小
路
尼
と

い
う
女
性
が
近
衛
家
に
譲
り
渡
し
た
も

の
の
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
が
「
鈎
」
と

い
う
地
名
が
文
献
史
料
に
記
さ
れ
た
早

い
例
で
す
。
下
鈎
や
上
鈎
は
、
こ
の
鈎

と
い
う
地
域
が
上
・
下
に
分
か
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、平
成
11
年
（
１
９
９
９
）

の
栗
東
市
十
里
遺
跡
の
発
掘
調
査
で

は
、
７
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
河
川
の
跡

が
発
見
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
木
簡
が
出
土

し
ま
し
た
。
こ
の
木
簡
は
、
十
里
遺
跡

に
あ
っ
た
近
江
国
も
し
く
は
栗
太
郡
の

役
所
の
関
連
施
設
で
廃
棄
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
捨
て
る
際
に
折
ら

れ
て
い
る
の
で
、
読
み
難
い
文
字
も
あ

る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
乙き

の
と
の
と
り酉

年
（
天
武

天
皇
14
年
、
６
８
５
）
４
月
１
日
に
近

江
国
司
が
あ
る
人
物
を
呼
び
出
し
て
、

宮
の
大
夫
と
い
う
地
位
に
あ
る
勾

ま
が
り
の
む
ら
じ
な
ぎ
さ

連
渚

と
相
談
し
て
、
そ
の
人
物
に
何
ら
か
の

物
品
を
与
え
る
と
い
う
内
容
の
文
書

で
、
物
品
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
文
言

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
勾
連

渚
」
と
い
う
人
物
の
名
前
で
す
。「
勾
」

は
「
ま
が
り
」
と
読
む
こ
と
か
ら
、
十

里
遺
跡
か
ら
東
に
３
㎞
余
り
離
れ
て
い

る
下
鈎
・
上
鈎
の
地
名
が
思
い
起
こ
さ

れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
鈎
（
勾
）
の
地

名
は
、「
勾
」
と
い
う
氏う

じ

名な

と
深
く
か

か
わ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

　

古
代
に
は
、「
勾
」
と
い
う
文
字
を

付
し
た
人
物
名
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。『
古
事
記
』
に
は
、
開か

い

化か

天
皇
の

子
で
あ
る
日ひ

こ
い
ま
す
の
み
こ

子
坐
王
の
子
、
小お

ま
た
の
み
こ

俣
王
が

当た
い
ま麻

（
奈
良
県
葛
城
市
）
の
勾

ま
が
り
の

君き
み

の
祖

で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
安あ

ん

閑か
ん

天
皇
は
、
大や

ま
と
の
く
に

倭
国
の
勾
の
金か

な

橋は
し

（
奈
良

県
橿
原
市
）に
宮
を
置
い
て
い
ま
す
が
、

即
位
前
は
勾

ま
が
り
の

大お
お

兄え
の

皇み

子こ

と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。こ
の
安
閑
天
皇
の
時
代
に
は
、

勾ま
が
り
の

舎と

ね

り人
部べ

や
勾

ま
が
り
の

靫ゆ
き

部べ

を
置
い
た
と
あ

り
ま
す
が
、
勾
と
い
う
氏
名
は
、
こ
れ

ら
に
由
来
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。
十
里

遺
跡
の
木
簡
と
同
じ
こ
ろ
、
天
武
天
皇

12
年
（
６
８
３
）
９
月
に
は
、
勾

ま
が
り
の

筥は
こ

作つ
く
り

部べ

ほ
か
の
氏
に
連む

ら
じ

の
姓
が
与
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
奈
良
時
代
の
正
倉
院
文
書
の

な
か
に
は
、
木
工
と
し
て
勾

ま
が
り
の

猪い

万ま

呂ろ

と

い
う
人
物
も
み
え
て
い
ま
す
。

　
『
近
江
栗
太
郡
志
』
は
、「
鈎
」
の
地

名
が
、
先
に
み
た
小
俣
王
の
子
孫
で
あ

る
当
麻
の
勾
君
が
居
住
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ま

が
り
」
と
い
う
地
名
は
、「
曲
」
の
意

味
で
、
川
の
蛇
行
な
ど
の
自
然
地
形

に
由
来
す
る
と
い
う
見
解
も
あ
り
ま
す

が
、
栗
東
の
「
鈎
」
の
地
名
は
、
十
里

遺
跡
の
木
簡
と
の
か
か
わ
り
か
ら
す
れ

ば
、
勾
連
と
い
う
氏
と
の
つ
な
が
り
を

考
え
る
べ
き
で
、
７
世
紀
後
半
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
す
。

※
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
平
成

23
年
３
月
５
日
か
ら
小
地
域
展
「
下

鈎
の
歴
史
と
文
化
」を
開
催
し
ま
す
。

　問合せ…栗東歴史民俗博物館 ☎554-2733    554-2755FAX

勾連渚の名が記された木簡▲

　

栗
東
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
、

下
鈎
や
上
鈎
と
い
う
地
名
は
お
な
じ
み

で
し
ょ
う
。
で
も
、
こ
の
「
鈎
」
と
い

う
文
字
は
、
な
か
な
か
読
み
づ
ら
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
「
鈎
」
の
地
名

乙
酉 

年  

四 
月  
一
日   

召   

□    

大 

夫   

勾   

連  

渚    

□   

謀  

賜     

即
下

10 ㎝

５

０
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フオト

ニユース
このページは皆さんからの情報をお待ち

しています。地域の出来事や話題をお寄

せください。広報係が取材に伺います。

　政策秘書課広報係　☎551-0641
FAX554-1123

10月24日（岡～目川にかけての東海道）
車が通らない東海道の雰囲気をほっこり楽しもうと、岡から目川にかけての街道筋を１
日通行止めにして毎年開催されている東海道ほっこりまつり。今年で４回目を迎えまし
た。めがわ田楽や目川ひょうたんをはじめ、たくさんの屋台や茶店が街道に出店。石や
土を運ぶ道具として昔使われていた「もっこ」に子どもを乗せて走るもっこ担ぎ道中、
チンドン屋、子どもみこし、よさこい踊り、スタンプラリー、ステージでの出し物な
ど、さまざまなイベントが開催されました。また、今年は「ほっこりまつり」という名
称が縁となって交流を深めている、石川県能

の

美
み

市の能美の里山ファン倶楽部もブースを
出店。日没後は、『東海道ほっこり灯路「目川立場」あかりの演出２０１０』が行われ、
行灯の光が、雨で濡れた路上にも映し出され東海道を幻想的に照らしました。　

第４回 東海道ほっこりまつり

10月13日（大宝小学校）
自動車や自転車の特性を知り、交通事故から身を守れるようにと、ＪＡＦ（㈳日本自
動車連盟）滋賀支部の協力を得て、全校児童を対象に交通安全教室を行いました。教
室では、車が急ブレーキをかける実演が行われ、車がすぐには止まれない様子を見た
子どもたちからは驚きの声が…。また、児童の代表が自転車に乗り、ブレーキをかけ
てから止まるまでの距離を測ったり、車の運転席に座って、車の周囲にあるミラーに
映らない場所（死角）を調べたりしました。ＪＡＦの講師からは、車が来ないことを
確認してから横断すること、自転車はゆっくり走ることなどを教わりました。

交通事故から身を守る方法を学びました

▲多くの来場者でにぎわいました

▲自転車も急には止まれ
ないことを体験

▲能美の里山
ファン倶楽
部のブース

▲

会
場
を
江
戸
〜
京
の
東
海
道
に

見
立
て
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

▲夕方からは「東海道ほっこり灯路」が実施されました

▼

車
は
急
に
止
ま
れ

な
い
こ
と
を
実
感

▼

車
の
ミ
ラ
ー
の
死
角
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
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フォト・ニュース

10月８日　オレンジリボンキ
ャンペーンキャラバン隊（市役所）
児童虐待防止を訴えるキャラ
バン隊が県のマスコット「キ
ャッフィー」とともに来庁。
くりちゃんが出迎えました。

10月14日　じんけんセ
ミナー栗東（さきら）
３回シリーズの２回目。落語
家の林家うん平さんによる講
演と落語をとおして、人権に
ついて学びました。

10月17日　森の秋まつ
り（栗東自然観察の森）
クラフトコーナー、竹馬やオ
ナモミダーツなどのあそびの
コーナー、薬草茶・木の実の
試食など秋の観察の森を満喫。

10月17日　栗東森
も

林
り

のフェ
スティバル（県民の森周辺）
丸太の早切り競争や木工教室、
木工製品展示販売、ステージ発
表など自然を楽しむいろいろな
イベントが行われました。

10月20日　ゆる３
さん

プロ
ジェクト（栗東駅）
けいたくん、うぉーたん、キャッフ
ィーのゆるキャラ３体と共に「空
き巣、車上狙い、乗り物盗を許さ

4 4

ん
4

」と防犯啓発を行いました。

11月３日（栗東歴史民俗博物館）
ＲＩＳＳ（栗東音楽振興会）と栗東歴史民俗博物館
が共催で、今回が初めてとなる博物館ロビーでの
コンサートを開催しました。チェロ奏者松崎安里
子さんとギター奏者田中靖二さんによるチェロ＆
ギターデュオやチェロとギターの独奏、ＲＩＳＳ
会員によるミュージックベルの演奏が行われ、ロ
ビーに詰め掛けた満員の聴衆が、狛

こま

坂
さか

麿
ま

崖
がい

仏
ぶつ

のレ
プリカをバックに響き渡る美しい音楽に聴き入り
ました。次回は 12月 23 日㈷に同じ場所で開催し
ます。詳しくはお知らせ版４頁をご覧ください。

RISSミュージアムロビーコンサート１．

10月14日（金勝第１幼児園）
６月に地域の人と一緒に幼児園の畑に植え、４カ
月間大切に育ててきたサツマイモ。地域の人の協
力を得て、みんなで一緒に掘り起こしました。土
をかき分け探していくと、きれいな紫色のサツマイ
モが顔を出しました。上手く掘り出せずに、途中
で折れてしまうものもありましたが、自分たちで
掘ったとれたてのサツマイ
モを５歳児がホットプレー
トを使って焼き、みんなで
おいしくいただきました。

地域の人と一緒に芋掘り

▲狛坂麿崖仏をバックに演奏

10月11日　栗東・馬に親
しむ日（トレセン乗馬苑）
ＪＲＡ所属騎手が騎乗するポ
ニー競馬、乗馬体験、蹄鉄作
りの実演など、馬に親しむさ
まざまな催しが行われました。

▲
お
い
し
い
サ
ツ
マ
イ
モ
が

収
穫
で
き
ま
し
た

▲
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　このコーナーでは、皆さんからの投稿
を募集しています。
　①イラスト・絵手紙②詩③あなたが撮っ
た市内の風景（人物が写っている場合は、
本人の了承を得て投稿してください）④子
どもの何気ない一言など。
　投稿は、未発表のものに限ります。は
がき・ＦＡＸ・Ｅメールなどでお寄せく
ださい。ペンネームでも結構です。ただ
し、①③は掲載後、返却しますので、必
ず住所と本名を記載してください。
　また、地域でキラリと輝く人を紹介し
てください。広報係が取材に伺います。
【あて先】〒 520-3088（住所不要）
　栗東市役所政策秘書課広報係
　☎ 551-0641　 FAX 554-1123
　E-mail　kohokocho@city.ritto.lg.jp

さしのべる　その手と心で　広がる笑顔　～人権の世紀　21世紀スローガンコンテスト 努力賞作品～

　畿内より畿外に通じる七街道の一つ、中仙道（東山道）を綣
へそ

に
入ると西に佛

ぶつ

眼
げん

寺
じ

地蔵堂、東に大宝神社の石橋と大鳥居がありま
す。街道沿いの公園に芭蕉の句碑、参道約150ｍには、氏子の人
の厄除記念で奉納された石灯

とう

籠
ろう

が数多く並び、四
よつ

脚
あし

門
もん

近くには、
四脚門由緒碑、神社行事案内板、石垣、神馬などが奉納され、市
内の他の神社同様に地域の信仰の厚さを感じます。当神社は、古
くには50余カ村（郷）の総社といわれ、規模も大きく氏子も広範
囲な地域の崇

すう

敬
けい

の的となっていました。
　四脚門は、京都宝

ほうきょうじのみや

鏡寺宮（百
ど ど の

々御
ご

所
しょ

）の理
り

豊
ほう

内
ない

親
しん

王
のう

（111代後
ご

西
さい

天皇皇女）から徳
とく

厳
げん

親王の病気が当神社のご祈
き

祷
とう

で平
へい

癒
ゆ

したお
礼に江戸時代中期享保３年（1718）に寄進されました。
　築

つき

地
じ

壁
べい

に白の線が５本見られ皇室とのつながりを感じます。扁
へん

額
がく

の『今
いま

宮
みや

応
おう

天
てん

太
だい

神
じん

宮
ぐう

』の書は親王によるものです。祭神は出雲
神話『八

や ま た の お ろ ち

俣大蛇』退治でいけにえの稲
いなだひめのみこと

田姫命を助けた素
すさの お の み こ と

盞鳴命の
夫婦神です。素盞鳴命は仏教でいう牛

ご

頭
ず

天
てん

王
のう

で祇
ぎおん し ょ う じ ゃ

園精舎の守護神
であり、薬師如来の化身といわれています。牛頭天王は除

じょ

疫
えき

の神
様です。
　大宝神社創立由

ゆい

緒
しょ

取
とり

調
しらべ

上
じょう

書
しょ

には「大宝元年（701）疫病が流行
した。栗太郡小平井字信

し な ん ど

濃堂の地に古くから鎮座した素盞鳴命を
地主神追

お ふ き

来神社の地、（綣の）七里に鎮座し、社名を『大
だい

宝
ほう

天
てん

王
のう

宮
ぐう

』、『今
いま

宮
みや

応
おう

天
てん

大
だい

神
じん

宮
ぐう

』と神号と定めた。追来神社のある境内に
鎮座することにより疫病が鎮まった」と伝えられています。
　飛鳥・奈良時代（大宝～天平年間）は政界の実力者がコロコロ
変わって政治的に不安定な時代だったので、当時の人々も不安だ
ったのでしょうね。

第８回

小森 鐘二 さん

大宝神社（綣）

問合せ…経済観光振興課　☎ 551-0126　 FAX 551-0148

栗東市ボランティア観光ガイドの

今月のいちおし！スポット

　
　

　

運
動
会
は
高
学
年
を
中
心
に

係
を
分
担
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

向
け
て
全
校
が
一
つ
に
な
っ
て

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
小
学
校
の

一
大
行
事
で
す
。
運
動
会
の
係

活
動
で
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
に
感
動
を
覚
え

た
と
い
う
教
育
実
習
生
か
ら
の
「〝
キ
ラ
ッ
〞

と
き
ら
り
情
報
」
で
す
。

　
〝
決
勝
係
は
、
自
分
の
徒
競
走
の
退
場
と
同

時
に
役
割
に
回
り
、
疲
れ
て
い
る
中
で
補
助
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
補
助
と
い
う
の
も
、

次
々
と
走
っ
て
く
る
児
童
に
順
位
カ
ー
ド
を
渡

し
て
走
り
回
る
と
い
う
大
人
で
も
非
常
に
難
し

く
大
変
な
仕
事
な
の
で
、
決
勝
係
は
他
の
係
に

比
べ
て
い
っ
そ
う
疲
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
し
そ
の
疲
れ
を
表
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
分

に
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
責
任
持
っ
て
果
た
し
、

ま
た
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
行
動
す
る
様
子
は

と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
わ
た
し
も
奮
起
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。〞

　
〝
用
具
係
は
、
急
に
で
き
た
役
割
に
対
し
て

も
、
す
ぐ
に
「
ハ
イ
ッ
！
」
と
元
気
な
返
事
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
「
僕
も
わ

た
し
も
」
と
い
う
声
が
出
て
い
て
、
や
る
気
が

と
て
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
準
備
か
ら
後
片

付
け
ま
で
が
ん
ば
っ
て
い
た
５・６
年
生
の
顔
は

と
て
も
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
高
学

年
ら
し
い
行
動
が
最
後
の
す
ば
ら
し
い
組
み
立

て
体
操
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。〞　
　
　
　
（
滋
賀
大
学
教
育
実
習
生
か
ら
）

“キラッ！”と
“きらり”

その時子どもが

「教育長への手紙」から ㉚  
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み～んなのひろば

いつまでも　近くにいるよ　味方だよ　～平成21年度人権啓発標語 佳作作品～

　

■
水
泳
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
水
が
大
好
き
で
、
３
歳
の
と
き
か
ら
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
水
泳
と
い

う
よ
り
水
遊
び
を
し
て
い
る
感
じ
で
し
た
が
、
毎
週
１
回
通
い
続

け
て
、
だ
ん
だ
ん
と
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夏
に
は
市
営

プ
ー
ル
（
栗
東
西
中
学
校
）
に
も
毎
日
の
よ
う
に
通
い
ま
し
た
。

■
学
校
で
も
水
泳
を
し
て
い
た
の
で
す
か
？

　

中
学
校
で
は
水
泳
部
に
入
り
ま
し
た
。
４
月
〜
10
月
は
毎
日
プ

ー
ル
で
練
習
し
ま
し
た
が
、
水
が
冷
た
い
時
期
は
特
に
大
変
で
し

た
。
中
学
３
年
生
の
と
き
に
初
め
て
滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
水
泳
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。
中
学
校
卒
業
後
は
信
楽
学
園

に
入
り
、３
年
間
寮
で
生
活
し
ま
し
た
。
信
楽
学
園
の
プ
ー
ル
や
、

近
く
の
公
営
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
ほ
か
、
自
宅
に
帰
る
週
末
に
は
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
も
通
い
、
水
泳
を
続
け
ま
し
た
。

■
全
国
大
会
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
練
習
を
し
ま
し
た
か
？

　

昨
年
３
月
に
信
楽
学
園
を
卒
業
し
て
就
職
し
、
昨
年
８
月
か
ら

県
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
草
津
市
）
の
選
手
育
成
コ
ー
ス
に

通
い
始
め
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に
出
場
し
た
滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
（
全
国
大
会
の
選
考
会
を
兼
ね
て
い
る
）
の
結
果
が
よ

く
、
今
年
１
月
に
全
国
大
会
出
場
選
手
の
候
補
者
に
選
ば
れ
、
今

年
５
月
に
正
式
に
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
合
宿
や
強

化
練
習
、
個
人
練
習
を
重
ね
て
、
全
国
大
会
に
備
え
ま
し
た
。

■
滋
賀
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
た
感
想
は
？

　

代
表
に
選
ば
れ
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
実
際
に
選
ば
れ
て
練

習
を
が
ん
ば
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
大
会
が
始
ま

る
前
は
不
安
で
し
た
が
、
大
会
が
進
ん
で
い
く
う
ち
に
会
場
の
雰

囲
気
に
も
慣
れ
、
競
技
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
全
国

の
他
県
の
選
手
と
交
流
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
も
よ
か
っ
た
で
す
。

■
今
後
の
目
標
は
？

　

国
内
最
高
峰
の
競
技
大
会
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
す
る
の
が
目
標
で
す
。
日
本
知
的
障
害
者
水
泳
連
盟
の
大
会

で
成
績
上
位
に
な
る
と
出
場
権
が
得
ら
れ
る
の
で
、
出
場
を
目
指

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
〝
試
合
出
場
や
合
宿
参
加
に
会
社
の
理
解
が
あ
り
、
水
泳
を
続
け

ら
れ
て
い
る
と
い
う
松
岡
選
手
。
今
後
の
活
躍
に
注
目
で
す
〞

キラリ★輝く

栗東人

問合せ…草津警察署
　　　　☎ 563-0110　 FAX 563-0116

歳末の防犯「５」用心（ごようじん）
　１年のうちで最も事件・事故が起こ
りやすい 時期です。５つの用心で、安
心・安全な年の瀬を！
①空き巣にご用心 
　★戸締まり・施錠を確実に 
②路上強盗・ひたっくりにご用心 
　★大切な物はしっかりと身に着ける 
　★かばんは車道と反対側に持つ 
　★自転車などの前かごには防犯ネットを
③車上狙い、乗り物盗にご用心 
　★短時間でも施錠する 
　★自転車などはチェーンなどでツーロック 
④ちかん・盗撮にご用心 
　★夜道の一人歩きはしない 
⑤振り込め詐欺にご用心 
　★不審な電話は、疑ってかかる

　　草津警察署安全伝言板

～人と生きものが共に暮らせるまち～

問合せ…生活環境課 環境政策係
　　　　☎ 551-0336　 FAX 552-7000

◆地球環境保全への貢献◆
『共生 (生存基盤づくり )』

　自然を大切にし、自然と調和した「人
と生きものが共に暮らせるまち」づくり
に向けて、水や緑とさまざまな生命を守
りはぐくむ取り組みを進めましょう。
①自然の生きもの・樹木・草花を大切
にしましょう。
②自然観察の森などに出かけて、自然
との触れ合いを楽しみましょう。
③森遊館などの施設を積極的に利用し
て、体験学習に参加しましょう。
④地域の身近な自然に、地域ぐるみで
触れ合いましょう。
⑤地元の農産物を食材として積極的に
使いましょう。

⑥身の周りの緑を増やしましょう。
⑦地域の緑化活動に参加しましょう。
⑧川などの水辺を利用して、きれいな
水や生きものとの触れ合いを楽しみ
ましょう。
出展：栗東市環境基本計画行動計画の

「具体的な 80の取り組み」より

松岡哲士さん
（19歳・小平井）
　10月23～25日に千葉県
で開催された全国障害者
スポーツ大会水泳競技 知
的障害 少年の部 25m背泳
ぎと50m自由形でともに
３位に入賞。
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■
発
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/栗
東
市
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■
編
集
/ 総
務
部
政
策
秘
書
課

〒
520-3088　

滋
賀
県
栗
東
市
安
養
寺
一
丁
目
13
番
33
号

☎
077-553-1234（

代
表
）　

FAX  077-554-1123（
代
表
）

広がれ！
仲間の　

　このページは、市内のボランティアや
市民活動グループ・生涯学習グループの
活動内容を紹介するコーナーです。
問合せ…コミュニティセンター治田東

☎554-6110
FAX  554-6111

市
で
は
、
携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
2
.c
ity
.ritto

.
sh
ig
a
.jp
/m
o
b
ile
/

上
の
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
可
。

わ
ギ
タ
ー
演
奏
と 

歌
声
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

〜B

ブ

ラ

ッ

ク

lack F

フ

ェ

イ

ス

ace

〜

　

今
月
は
、
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
を

楽
し
む
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
「B

lack 
Face

」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

安
養
寺
消
防
隊
で
活
動
し
て
い
た
仲

間
同
士
で
、
よ
く
カ
ラ
オ
ケ
に
行
き
、

歌
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ギ
タ
ー

を
弾
け
る
仲
間
が
弾
き
語
り
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
て
、
平

成
15
年
２
月
に
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
ま

し
た
。
現
在
は
治
田
東
学
区
の
40
〜
60

代
の
メ
ン
バ
ー
６
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

発
表
を
目
標
に
、
メ
ン
バ
ー
同
士
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
楽
し
く
演
奏
し
、
歌
う
こ
と
で
気

持
ち
が
若
返
り
ま
す
。
今
後
は
、
地

元
以
外
に
も
出
か
け
て
演
奏
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
演
奏
だ
け

で
は
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｃ
Ｄ
も
作

成
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
メ
ン
バ
ー
は
随
時
募
集
中
で
す
。

ギ
タ
ー
以
外
の
楽
器
、
特
に
キ
ー
ボ
ー

ド
や
ベ
ー
ス
な
ど
が
演
奏
で
き
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
一度
練
習
を
の
ぞ
い
て
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
参
加
で
き
る

よ
う
に
、
毎
週
火
曜
日
の
20
時
か
ら
22

時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
治
田
東

で
練
習
し
て
い
ま
す
。
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
ギ
タ
ー
を
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
演

奏
し
、
歌
っ
て
い
ま
す
。
若
い
と
き
に

趣
味
で
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
て
い
た
メ
ン

バ
ー
も
い
ま
す
が
、
本
格
的
に
始
め
た

の
は
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が「Black 

Face

」
を
結
成
し
て
か
ら
で
す
。
演

奏
す
る
曲
は
、
メ
ン
バ
ー
が
若
い
こ
ろ

に
流
行
し
て
い
た
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を

中
心
に
選
ん
で
い
ま
す
。

　

発
表
は
、
秋
に
開
催
さ
れ
る
治
田
東

学
区
民
ま
つ
り
に
毎
年
出
演
し
て
い
る

ほ
か
、
地
域
の
敬
老
会
や
夏
祭
り
な
ど

に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。
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人口（11月1日現在）　人口64,731人　男32,481人　女32,250人　前月より71人増　世帯数23,921世帯

  
現
在
の
活
動
内
容

この広報紙は古紙配合の再生紙とベジタブルインクを使用しています。

▲和気あいあいと楽しく活動しています

 

▼

発
表
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す

広報「りっとう」の今年度広告募集は終了しました。市ホームページの有料広告は引き続き募集しています。お申込み・お問合せは
政策秘書課　広報係　☎551-0641　　554-1123へ　※掲載している広告の内容などのお問合せは、直接広告主へお願いします。広告欄 FAX

  

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

  

ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ


